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プレス通知資料（研究成果）     
 

報道関係各位 

平成２８年３月１６日 

国立大学法人 東京医科歯科大学 

 

「 世界初、手術が不要の注射による簡便な顎骨造成をマウスで成功 」 

― 歯科医が夢見る患者にやさしい治療法開発への期待 ― 

 
【ポイント】 

 ペプチドと骨形成因子を組み合わせた薬剤の注射により、手術を行わずに顎の骨を増やす方法を

マウスで開発しました。 

 注射した部位において骨形成に関与する遺伝子の発現誘導と骨造成を確認しました。 

 このような患者に負担の少ない骨造成法は、将来、歯科臨床への応用が期待されます。 

 

 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科硬組織薬理学分野の青木和広准教授の研究グループは、京

都大学再生医科学研究所と米国 Cedars-Sinai 研究所との共同研究により、これまで困難とされてきた口の中

への注射により、顎の骨を造成させることに世界で初めて成功しました。この研究は文部科学省科学研究費補

助金の支援のもとでおこなわれたもので、その研究成果は、国際学術誌 Journal of Dental Research に、2016

年 3 月 22 日午前 6 時 30 分（米国太平洋夏時間）にオンライン版で発表されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解禁日時：平成 28年 3月 22日（火）午後 10時 30分（日本時間） 
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【研究の背景】 

・ 歯が抜けたり、合わない入れ歯を長年つけていたりすると顎の骨は少なくなり、安定したかみ合わせが得

られません。顎の骨が少ないと、人工歯根も植えられません。また、口蓋裂など生まれつき骨が足りない

小児には骨の移植が必要です。このため、歯科臨床では顎の骨を造成する方法が数多く開発されてきま

したが、いまだに手術をせずに骨造成を促進する方法はありません。  

・ 局所の骨を造成する薬として骨形成因子 BMP-2 (Bone morphogenetic protein-2)があげられますが、この

因子単独で骨が十分作られる用量を使用すると、ヒト口腔内では歯肉が腫脹するなどの副作用を引き起こ

すことが指摘されています。このため、BMP-2 の使用量を抑えて、骨を効率的に誘導できる骨形成促進薬

が求められています。 

・ 研究グループでは、これまでに破骨細胞分化因子 RANKL の作用を阻害する分子量 1400 ほどのペプチド

OP3-4が骨形成を促進する作用を示すことを明らかにしてきました。また、薬剤を注射した局所に留めてお

く目的で既に臨床応用されているゼラチンハイドロゲルを用いた材料開発も理工学系の研究者と共同で行

ってきました。 

 

【研究成果の概要】 

・ 本研究では粒子状のゼラチンハイドロゲルを用いて BMP-2 とペプチド OP3-4 とを組み合わせた薬剤をマ

ウスの上あごに注射しました。4週間後、注射した部位には明らかな骨造成が認められました。注射 1週間

後からすでに、骨形成関連遺伝子の発現が亢進していました。 

・ 副作用を考慮し、使用量を抑えた BMP-2 のみでは十分な顎の骨は造成されませんでした。 

・ ところが、この少量の BMP-2 にペプチド OP3-4 を併用すると、骨の量は倍以上に増えました。 

 
 

BMP-2はヒトの口腔内に使用す

ると歯肉が腫れるなど副作用が報

告されている。本研究では、十分

な量の BMP-2 は使用せず、ペプ

チド OP3-4 を組み合わせた薬剤を

注射することにより、倍以上の新

生骨を得ることに成功した。 

上のパネルは、BMP-2 を含む

薬剤を投与した場合であり、下の

パネルは BMP-2 にペプチド

OP3-4 を併用した場合である。 

左図の黒い部分が骨を示し、右

図の白い矢頭で囲まれた黄色部

分が新生骨を示す。 
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【研究成果の意義】 

・ 本研究は、骨が欲しい部位に注射するだけで骨を作ることが可能なことをマウスモデルで示しました。この

非侵襲的な顎骨造成方法が示されたことにより、現状では手術をする方法以外には骨を増やすことがで

きなかった歯科臨床において、患者にやさしく骨を増やすことができる技術開発に向けて大きく前進した大

変意義深い成果と言えます。 

・ 顎の骨が少なく入れ歯が安定しない場合、顎の骨が少なくインプラントが植えられない場合、顎の骨が少

なく移植しなければならない場合などの症例において、多くの臨床現場に応用可能な骨造成方法の開発

が期待されます。 

 

【問い合わせ先】 

＜研究に関すること＞ 

東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 

硬組織薬理学分野 青木和広（アオキカズヒロ） 

TEL：03-5803- 5461 FAX：03-5803- 0190 

E-mail：kazu.hpha@ tmd.ac.jp 

小児歯科学分野 上原智己（ウエハラトモキ）、宮新美智世（ミヤシンミチヨ） 

E-mail：.tomodohs@ tmd.ac.jp 

 

＜報道に関すること＞ 

東京医科歯科大学 広報部広報課 

〒113-8510 東京都文京区湯島 1-5-45 

TEL：03-5803-5833 FAX：03-5803-0272 

E-mail：kouhou.adm@tmd.ac.jp 


